
第６回淀川舟運活性化協議会について

開催日:令和８年２月１６日（月）

資料６



令和８年２月１２日１４時００分 

  淀 川 舟 運 活 性 化 協 議 会 

淀川舟運活性化に向けた取組方針について協議します 

～第 6回淀川舟運活性化協議会※開催～ 

※ 淀川舟運活性化協議会
淀川舟運の更なる活性化に向けた取り組みを推進すべく、近畿地方整備局・近畿運輸局・淀川沿川自治
体・経済団体・民間事業者等で構成。（2022年 3月設立）協議会では淀川舟運活性化プロジェクト（１．
淀川舟運の更なるにぎわいの創出、２．災害時における淀川舟運の活用促進、３．淀川舟運の情報発
信）に基づき取組を推進。

○開催日時：令和８年２月１６日（月）１０:００～１１：３０（９:３０より受付開始）

○場 所：大手前合同庁舎 １階 共用会議室（別紙１参照） 

○内 容： ① 令和７年度の取組報告 

② 令和８年度の取組予定

○構 成 員：別紙２参照

○傍聴について：当日会場での傍聴が可能です。（別紙３）

○取材について：当日会場での取材が可能です。（事前申込等、詳細は別紙４参照）

 

 本協議会では、令和７年度に淀川舟運活性化プロジェクトに基づき実施した取組とし

て、淀川沿川の船着場から夢洲浮桟橋へ万博来場者を輸送する社会実験や淀川舟運フェ

スティバルなどを報告します。

また、令和８年度の取組方針として淀川ゲートウェイを活用したインフラツーリズム

など各実施主体から報告いただき具体的な内容について協議します。 

＜問合せ先＞ 

淀川舟運活性化協議会 事務局（近畿地方整備局河川部内） 西 広樹・小澤 和幸 

電話：06-6945-6355（直通） 

＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ・大手前記者クラブ・海事関係業界プレス・大阪府政記者会・ 

大阪経済記者クラブ・京都府政記者クラブ・京都経済記者クラブ・ 

大阪市政記者クラブ・北摂記者クラブ・枚方記者クラブ・京都市政記者クラブ・ 

宇治日刊記者クラブ・八幡市政記者会
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淀
川

舟
運

活
性

化
協

議
会

の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組

み
状

況

令
和

６
年

度
末

時
点

に
お

け
る

淀
川

舟
運

活
性

化
協

議
会

で
の

取
組

状
況

と
し

て
は

、
●

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
登

録
５

箇
所

●
京

都
府

域
か

ら
大

阪
府

域
ま

で
の

航
路

開
通

（
6
2
年

振
り

に
復

活
）

●
淀

川
大

堰
閘

門
開

通
●

各
種

淀
川

沿
川

イ
ベ

ン
ト

の
活

性
化

●
淀

川
舟

運
を

活
用

し
た

防
災

訓
練

実
施

を
行

っ
て

き
た

と
こ

ろ
。
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１
．
淀
川
舟
運
の
更
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出

（
１
）
防
災
拠
点
とな
る
施
設
の
拡
大

緊
急
用
河
川
敷
道
路
の
延
長
【宇
治
川
沿
い
】

緊
急
船
着
場
の
増
設
【久
御
山
等
】

（
２
）
舟
運
を
活
用
し
た
防
災
計
画
の
拡
充

舟
運
を
活
用
した
防
災
計
画
の
策
定
と地

域
防
災
計
画

へ
の
反
映
【記
載
済
み
８
自
治
体
】

（
３
）
防
災
訓
練
の
実
施

確
実
な
避
難
体
制
の
構
築
【水
上
輸
送
訓
練
】

地
域
防
災
計
画
の
内
容
拡
充

（
１
）
沿
川
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
観
光
コン
テ
ン
ツ
の
商
品
化
（
継
続
）

自
治
体
と舟

運
事
業
者
が
連
携
した
淀
川
沿
川
地
域
の
魅
力
発
信

観
光
コン
テ
ン
ツの
開
発
・商
品
化

（
２
）
か
わ
ま
ち
づ
くり
計
画
へ
の
登
録
箇
所
数
増
加
（
継
続
）

登
録
に
伴
う周

辺
整
備
・事
業
者
の
誘
致
等
に
よ
り、
に
ぎ
わ
い
を
創
出

【整
備
完
成
予
定
】

・宇
治
地
区
：

R1
3年

度
完
了

 ・
伏
見
地
区
：

R1
1年

度
完
了

・八
幡
地
区
：

R1
4年

度
完
了

 ・
枚
方
地
区
：

R1
2年

度
完
了

・十
三
地
区
：

R1
1年

度
完
了

 ・
久
御
山
地
区
：

R8
年
度
以
降
登
録

（
３
）
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
整
備

M
IZ

BE
ス
テ
ー
シ
ョン
、守

口
外
島
地
区
公
園
再
整
備
、船

着
場
等
の

整
備
に
よ
る
沿
川
の
に
ぎ
わ
い
拠
点
の
創
出

（
１
）
淀
川
舟
運
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
的
な
実
施

淀
川
を
船
で
繋
ぐイ
ベ
ン
トの
実
施

イベ
ン
トP

R映
像
、ポ
ス
ター
の
展
開

（
２
）
国
内
外
に
向
け
た
情
報
発
信

海
外
へ
の
魅
力
発
信
ポ
ス
ター
の
作
成

学
び
の
場
を
活
用
した
親
しみ

の
向
上

（
社
会
実
験
）

２
．
災
害
時
に
お
け
る
淀
川
舟
運
の
活
用
促
進

３
．
淀
川
舟
運
の
情
報
発
信

サ
ン
ト
リー
山
崎

蒸
留
所

守
口
外
島
地
区

国
営
公
園
セ
ン
タ
ー

再
整
備

久
御
山

M
IZ

BE
ス
テ
ー
シ
ョン

淀
川

舟
運

活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【こ
れ
か
らの
淀
川
舟
運
活
性
化
プ
ロジ
ェク
トイ
メー
ジ
】

グ
ル
メ
との
結
び
つ
き

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

広
範
囲
で
の
観
光

中
心
部
エ
リア
との

接
続

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

・大
阪
・関
西
万
博
後
の
夢
洲
で
は
、世

界
最

高
水
準
の

IR
実
現
に
向
け
て
、2

03
0年

秋
頃
の
開
業
を
目
指
し大

阪
Ｉ
Ｒ
事
業
が
進
め

られ
て
い
る

・京
都
府
の
観
光
エ
リア
とし
て
、現

在
、「
京
都
市
」、
「海
の
京
都
」、

「森
の
京
都
」、
「お
茶
の
京
都
」、
「竹
の
里
・乙
訓
」に
加
え
、新

た
な

観
光
エ
リア
とし
て
、「
川
の
京
都
」の
取
り組

み
が
進
め
られ
て
い
る
。
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令
和

７
年

度
の
舟

運
活

性
化

の
取

組

№
名

称
概

要
コ
ー
ス
・
船
着
場

対
象

時
期

実
施
主
体

①
「川

の
京
都
」京

都
・大

阪
一
気
通
貫
イ
ベ
ン
ト

淀
川
大
堰
閘
門
に
よ
り
新
た
に
開
通

し
た
京
都
・大

阪
の
一
気
通
貫
ル
ー

ト
を
活
用
し
た
淀
川
沿
川
イ
ベ
ン
ト

○
伏
見
⇒
枚
方
⇒
淀
川
大
堰
閘

門
⇒
十
三
⇒
（夢

洲
）

関
係
者

一
般

R
7
年

 5
月

整
備
局

京
都
府

自
治
体

舟
運
事
業
者

②
万
博
会
場
来
場
者
輸

送
社
会
実
験

万
博
会
場
へ
の
来
場
客
輸
送

○
十
三

(大
阪
市

)⇒
夢
洲

○
毛
馬

(大
阪
市

)⇒
夢
洲

関
係
者

一
般

R
7
年

8
月
～

1
0
月

整
備
局

舟
運
事
業
者

③
淀
川
舟
運
を
生
か
し
た

賑
わ
い
づ
く
り
実
証
実

験

「淀
川
舟
運
を
活
用
し
た
賑
わ
い
づ

く
り
」
の
定
着
を
目
指
し
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
の
実
施

○
伏
見
→
背
割
堤

（※
水
深
不
足
の
た
め
変
更
）

関
係
者

モ
ニ
タ
ー

R
7
年

1
1
月

運
輸
局

自
治
体

舟
運
事
業
者

④
淀
川
舟
運
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

京
都
府
域
の
淀
川
沿
川
が
一
体
と

な
っ
た
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

○
伏
見
→
八
幡

一
般

R
7
年

5
月

京
都
府

自
治
体

舟
運
事
業
者

⑤
淀
川
舟
運
を
活
か
し
た

観
光
ツ
ア
ー
造
成
事
業

旅
行
会
社
等
を
対
象
と
し
た
フ
ァ
ム

ト
リ
ッ
プ
や
一
般
向
け
モ
デ
ル
ツ

ア
ー
の
実
施

○
八
幡
周
遊

（※
水
深
不
足
の
た
め
変
更
）

関
係
者

一
般

R
7
年

1
1
月

京
都
府

自
治
体

舟
運
事
業
者

⑥
淀
川
河
川
敷
十
三
エ
リ

ア
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画

○
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
事
業
（
予
約
制
）

○
淀
川
・十

三
周
遊
ク
ル
ー
ズ

○
自
然
体
験
学
習

○
十
三

新
淀
川
大
橋

一
般

（
B

B
Q
）

R
7
年

4
月
～

(ク
ル
ー
ズ

)
R

7
年

1
0
月

（
自
然
学
習
）

R
7
年

7
月
、
1
0
月

民
間
事
業
者

（大
阪
市
淀
川
区

と
協
定
）

⑦
淀
川
河
川
敷
枚
方
エ
リ

ア
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画

○
多
自
然
池
ま
る
ご
と
体
験

○
生
物
観
察
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
リ
バ
ー
テ
ラ
ス
く
ら
わ
ん
か

等

○
は
ち
け
ん
や
→
毛
馬

 閘
門
→
枚
方

関
係
者

一
般

R
7
年
７
月

1
0
月

枚
方
市

民
間
事
業
者
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令
和

７
年

度
の
舟

運
活

性
化

の
取

組

№
名

称
概

要
コ
ー
ス
・
船

着
場

対
象

時
期

実
施

主
体

⑧
八
幡
市
か
わ
ま
ち
づ
く

り
計
画

○
八
幡
市
ク
ル
ー
ズ

○
三
川
マ
ル
シ
ェ

W
it

h
八
幡
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

○
木
津
川
川
下
り
体
験

背
割
堤
周
遊

流
れ
橋
→
背
割
堤

（E
ボ
ー
ト
）

関
係
者

一
般

R
7
年

5
月

1
0
月

八
幡
市

民
間
事
業
者

⑨
伏
見
地
区
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画

○
屋
形
船
風
遊
覧
船

○
川
下
り
＆
と
っ
て
お
き
体
験

○
ふ
し
み
な
ー
と
フ
ェ
ス
タ

等

八
幡
～
伏
見

宇
治
～
伏
見

（E
ボ
ー
ト
）

伏
見
～
久
御
山

関
係
者

一
般

R
7
年

5
月

1
0
月

京
都
市
伏
見
区

民
間
事
業
者

⑩
宇
治
市
天
ケ
瀬
ダ
ム
地

区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画

○
水
に
親
し
む
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

○
宇
治
川
源
平
龍
舟
祭
り

○
宇
治
川
の
鵜
飼

等

宇
治
～
伏
見

（E
ボ
ー
ト
）

関
係
者

一
般

R
7
年

5
月

宇
治
市

民
間
事
業
者

⑪
久
御
山
町
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
（未

登
録
）

○
K

U
M

IY
A

M
A

 M
IZ

U
B

E
 T

R
IA

L
（5

/1
1
、
1
1
/
8
）

背
割
堤
→
久
御
山

S
U

P
体
験

関
係
者

一
般

R
7
年

5
月

1
1
月

久
御
山
町

民
間
事
業
者

⑫
緊
急
用
船
着
場
を
活
用

し
た
防
災
訓
練
等

災
害
時
を
想
定
し
た
緊
急
物
資
等
の
運
搬
の
検
証

災
害
時
を
想
定
し
た
帰
宅
困
難
者
の
輸
送
訓
練

十
三
（大

阪
市
）⇒

淀
川

大
堰
閘
門
⇒
大
堰
閘
門

上
流
の
緊
急
船
着
場

関
係
者

R
7
年

1
1
月

R
8
年

  
1
月

整
備
局

自
治
体

舟
運
事
業
者

⑬
枚
方
市
総
合
防
災
訓
練

枚
方
市
総
合
防
災
訓
練
の
一
環
で
、
舟
運
を
活
用

し
た
緊
急
輸
送
物
資
輸
送
訓
練

○
枚
方
船
着
場
→
避
難

所
関
係
者

R
7
年

1
1
月

自
治
体

民
間
事
業
者

⑭
淀
川
舟
運
の
情
報
発
信

○
川
の
船
旅
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

○
情
報
発
信
分
析

○
水
都
大
阪
の
防
災
を
学
ぶ
リ
バ
ー
ク
ル
ー
ズ

○
淀
川

1
5

0
周
年

P
R
動
画

○
は
ち
け
ん
や
→
毛
馬
閘

門
→
淀
川
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

→
十
三

関
係
者

一
般

R
7
年

1
0
月

整
備
局

大
阪
府

舟
運
事
業
者
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⑩
宇

治
市

天
ケ
瀬

ダ
ム
地

区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
取

組
状
況

に
つ
い
て

宇
治
川
の
鵜
飼

Ｅ
ボ
ー
ト
川
下
り

わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

宇
治
川
源
平
龍
舟
祭

○
令

和
７
年

度
の

取
組

に
つ
い
て

【
天

ケ
瀬
ダ
ム
地
区
で
の

取
組
】

・
10

月
17

日
都

市
・
地
域

再
生

等
利

用
区
域

の
指

定
・
1月

20
日

占
用
許
可
が
下
り
る

・
左
岸
側
管

理
用

通
路

沿
い
に
市
民
参

画
で
桜

植
樹

予
定

（令
和

8年
3月

）

【
宇

治
橋
地

区
で
の

取
組

】
・
高

水
敷
整
正

、
管

理
用

通
路
の
整
備
（国

）
・
か
わ
ま
ち
づ
くり

エ
リ
ア
で
の
イ
ベ
ン
ト
実

施

【
イ
ベ
ン
ト
等
の

実
施
（
一
部

抜
粋
）
】

・
淀
川
舟

運
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（5

月
10

日
、

11
日
）

宇
治
会
場
で
の
取

組
み

＜
5月

10
日
＞

宇
治
川

Ｅ
ボ
ー
ト
川

下
り
体
験
（宇

治
～

伏
見

）の
実

施
。

ま
た
、
Ｅ
ボ
ー
ト
出

発
地
で
あ
る
茶
づ
な
で
「水

に
親
し
む
わ
く
わ

くフ
ェ

ス
タ
」を

実
施
。
マ
ル
シ
ェ
や

SU
P、

カ
ヤ
ッ
ク
プ
チ
体
験
等
を
実

施
。

＜
5月

11
日
＞

宇
治
川
源

平
龍
舟
祭

の
開
催
。

・
宇
治
川
の
鵜
飼
の
実

施
7月

～
9月

（開
催
日
数

77
日
）

参
加
者

数
3,

41
8人

・
4市

連
携
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
宇

治
市
、
伏
見
区
、
八
幡
市
、
枚

方
市
で
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。

宇
治
市
で
は

10
月

5日
に
「Ｅ

ボ
ー
ト
川

下
り
＆
と
っ
て
お
き
体
験
（天

ケ
瀬

ダ
ム
見
学
）」
を
実

施
し
、
出

発
地
で
あ
る
茶
づ
な
で
は
マ
ル
シ
ェ
も
実

施
。

【
協

議
会
の

開
催
】

・
6月

10
日

第
5回

宇
治
川
・
天
ケ
瀬
ダ
ム
活

性
化
協
議

会
開
催

天
ケ
瀬
ダ
ム
地
区
に
お
け
る
都

市
・
地
域

再
生

等
利

用
区
域

の
申

請
に
か
か
る
要
望

書
案
に
つ
い
て
の
協
議
を
実

施
他

・
3月

中
に
第

6回
宇
治
川
・
天
ケ
瀬
ダ
ム
活

性
化
協
議

会
を
開
催
予
定
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⑥
宇

治
市

天
ケ
瀬

ダ
ム
地

区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
取

組
状
況

に
つ
い
て

○
令

和
８
年

度
の

取
組

に
つ
い
て

天
ケ
瀬
ダ
ム
ツ
ア
ー

茶
づ
な
で
の
マ
ル
シ
ェ

天
ケ
瀬
ダ
ム
か
わ
ま
ち
づ
く
り
広
場
（
仮
称
）

イ
メ
ー
ジ
図

宇
治
橋
地
区
（
茶
づ
な
周
辺
）

イ
メ
ー
ジ
図

旧
志
津
川
発
電
所

河
川
敷
の
現
況

【
天

ケ
瀬

ダ
ム
地

区
】

・
天
ケ
瀬
ダ
ム
か
わ
ま
ち
づ
くり

広
場
（仮

称
）の

完
成
予
定

（令
和

8年
秋

頃
）

・
天
ケ
瀬
ダ
ム
地
区
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
賑

わ
い
づ
くり

に
つ
い
て
検

討
・
旧
志

津
川
発

電
所
の
利
活

用
に
向
け
て
の
調
査
を
実

施
予
定

【
宇

治
橋
地

区
】

・
堤

防
の
階

段
整
備
完

了
予
定

（国
整
備
後

、
宇

治
市
に
て
占
用
予
定
）

・
河
川
敷
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等

の
実

施
を
検
討

。
・
今
後

の
利

活
用
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
の
意
見
等
を
収
集

し
、
継
続

的
な
活
用
方
法
を
検
討
。

11


